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LEGAL NOTICE

商標権および特許権 

EtherCAT®は、ドイツBeckhoff Automation GmbHにライセンス許諾された登録商標および特許で保護さ

れた技術である。本書で使用されているその他の名称も登録商標である可能性があり、第三者が独自の目

的で使用すると、所有権の侵害に当たる場合がある。 

免責条項 

本文書の作成に当たっては十分な注意を払っているが、記載されている製品は絶えず開発が進められて

いる。そのため、本文書は、パフォーマンスデータ、規格、その他の特性との整合性確認が行われていない

場合がある。技術上、あるいは編集上の誤りがあった場合、われわれは、警告なしにいつでも修正する権

利を保有する。また、本文書のデータ、図、記述に基づいて、供給済みの製品の変更に関する申し立てを

起こすことは認められない。 

著作権  

© EtherCAT Technology Group 

明示的な許可なく、本文書を回覧、複写したり、その内容を使用、共用したりすることは許されない。違反し

たものは法的責任を負う。特許権が承認されているもの、実用新案、意匠登録が承認されているものにつ

いては、無断複写、複製、転写を禁ず。 
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1 スコープ 

本文書は Safety over EtherCAT技術の使用および実装を行う際に留意すべき事項について実践的観点か

ら解説を行っています。本書では以下の内容を取り扱っています。 

 装置メーカ、EtherCATマスタメーカ、セーフティデバイスメーカにとっての要件 

 既存の情報や文書 

 実装の着手方法 

 技術サポート窓口 

 コンフォーマンステスト 

 

EtherCAT Technology Groupは Safety over EtherCATデバイスメーカの製品が標準規格や法令に違反し

ていないことに対する法的責任および義務を負いません。 

Safety over EtherCAT技術のアプリケーションが適切であることの責任、すなわち、セーフティ製品全体ま

たは一部分に対する安全リスク、危険分析およびクラス化を行う際の開発、製造および認証に関し、これらの

全責任はデバイスメーカにあります。 
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2 用語、定義、用法 

2.1 用語および定義 

特に明記しない限り、ETG. 1000シリーズ [15] の用語および定義を完全に適用します。 

EtherCAT デバイス 

EtherCAT インタフェースを有する非セーフティ関連デバイス 

FailSafe over EtherCAT (FSoE) 

FSoEデバイス間で最大 SIL3の安全データ通信を行うプロコトル 

保護特別低電圧 (PELV; protective extra-low-voltage) 

他の電気回路の接地異常を除き、正常時および単一故障状態で電圧が  AC 30 V r.m.s、ピーク AC 

42.4 V または DC 60 V を超えない電気回路 

安全特別低電圧 (SELV; safety extra-low-voltage) 

他の電気回路の接地異常を含め、正常時および単一故障状態で電圧が AC 30 V r.m.s、ピーク AC 

42.4 V または DC 60 V を超えない電気回路 

FSoE デバイス 

Safety over EtherCAT 技術を内蔵したデバイスで、FSoEマスタデバイスまたは FSoE スレーブデバイ

スとして実装可能 

 

2.2 用語の用法: shall, should, may, can 

「shall」は、規格に準拠するために厳格にしたがわなければならず、逸脱は認められない必須要件を表すた

めに使用します。「is required to (要求する)」と同義です。  

「should」は、いくつかの可能性の中から、その他の可能性に言及したり、その他の可能性を除外したりせず

に、1つの可能性を推奨することを表すために使用します。もしくは、ある行動方針を必ずしも要求するわけで

はないが好まれることや、(否定形で)ある行動方針を禁止するわけではないが、反対することを表します。「is 

recommended that (推奨する)」と同義です。 

「may」は、規格の制限内で認められる行動方針を表すために使用します。「is permitted to (認める)」と同義

です。 

「can」は、物質的、物理的、因果的のいずれにせよ、実現性および可能性があることを表すために使用しま

す。「is able to (可能である)」と同義です。 
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3 Safety over EtherCAT 技術 

3.1 概要 

Safety over EtherCAT (FSoE) は FSoEデバイス間で最大 SIL3の安全データ通信を行うプロコトルです。

FSoEフレームはセーフティを考慮していない下層のフィールドバスを介して周期的に送信されます。下層の

フィールドバスはブラックチャネルとみなすことができます。FSoEフレームは 2つの通信パートナ間で交換さ

れ、下層のフィールドバスではプロセスデータとみなされます。 

FSoEでは FSoEマスタと FSoEスレーブ間で一意のマスタ・スレーブ関係を使用します(図 1) 。FSoEコネ

クションでは各デバイスは新しいメッセージをパートナデバイスから受信すると、一度だけ自身の新しいメッセ

ージを返信します。FSoEマスタと FSoEスレーブ間の全通信経路は両方のデバイスの独立したウォッチドッ

グタイマによって各 FSoEサイクルで監視が行われます。 

FSoEマスタは 1つ以上の FSoEコネクションを処理でき、複数の FSoEスレーブと通信できます。 

 
図 1: FSoE システムの構成 

安全データ通信の完全性は以下の機能によって保証されます： 

 全スタートアップシーケンスのバッファリングを検出するためのセッション番号 

 全メッセージで入れ替わり、繰り返し、挿入または損失を検出するためのシーケンス番号 

 一意のアドレス関係によってメッセージの誤配信を安全に検出するための一意のコネクション識別 

 通信経路で許容できない遅延を安全に検出するためのウォッチドッグの監視 

 送信側から受信側までの経路でのメッセージの破損を検出し、データの完全性を確認するための周

期的冗長性検査 

状態遷移は FSoEマスタによって開始し、FSoE スレーブが確認応答します。FSoEステートマシンもまた通

信関係のためのパラメータの交換と確認に関連します。 

FSoEステートマシンは EtherCATステートマシン (ESM) の上位にある独立した状態遷移です。 

 

ブラックチャネルアプローチ 

FSoEプロトコルはブラックチャネルアプローチを使用して実装します。標準通信インタフェースはセーフティ関

連には依存しません。コントローラ、ASIC、リンク、カプラを含め通信インタフェースは標準のままです。 

通信経路は任意です。フィールドバスシステム、イーサネットもしくは同等の経路、光ファイバ、銅線ケーブル

またはワイヤレス通信などを使用できます。通信経路上のバスカプラやその他のデバイスに対しても制限や

要件はありません。 

フィールド 

バス 

マスタ 

FSoE 

スレーブ 
FSoE 

スレーブ 
FSoE 

スレーブ 

FSoE 

マスタ 

標準 

スレーブ 

FSoE  
Connections 

標準 
スレーブ 

標準 
スレーブ 
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3.2 標準規格と参考文献 

表 1に Safety over EtherCAT技術に関連するドキュメントのリストを示します。 

表 1: 標準規格と参考文献 
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ドキュメント 内容 参照先 

[1] ETG.5100 Safety over EtherCAT 仕様書 

TUV認証済みの FSoEプロトコル仕様書。 

メールで申し込み 

ETG本部にリクエスト 

 (info@ethercat.org) 

[2] IEC 61784-3 FSoEプロトコルの IEC規格書 

IEC 61784-3: Industrial communication networks - 
Profiles – Part 3: Functional safety fieldbuses 

機能安全フィールドバスに対する一般要件の定義 

 
Functional Safety Communication Protocol FSCP 12/1  

Safety over EtherCAT技術の定義。 

このパートは ETG.5100の内容と同一 

www.iec.ch 
 

[3] ETG.5120 Safety over EtherCAT 仕様の拡張 

この仕様書には Safety over EtherCATプロトコルの仕様

拡張が記述されています。これらの拡張は Safety over 

EtherCAT仕様の一部であり、デバイス実装の際に考慮に

入れなければなりません。 

www.ethercat.org/ETG5120 

[4] FSoE License Safety over EtherCAT ライセンス 

Safety over EtherCAはドイツ Beckhoff Automation 

GmbHによりライセンスされた特許取得済み技術であり登

録商標です。Beckhoffは合理的で非差別な条件で全世界

の希望社とライセンスの交渉を行います。 

 

ライセンス費用は無償です。Beckhoffはライセンス合意書

を提供します。 

ETGにリクエストを送信 

(info@ethercat.org) 
 
 
 
 

ベッコフオートメーションにお

問い合わせ 

(最寄りの支社宛) 

Safety over EtherCAT コンフォーマンステスト 

[5] ETG.9100 Safety over EtherCAT ポリシ 

Safety over EtherCAT技術の使用および実装の規則およ

び要件。 

この仕様書の目的は EtherCATおよび Safety over 

EtherCAT (FSoE) の完全性を維持することです。 

全要件は ETG.9100で定義され、デバイスへの適用時に

は完全に適合しなければなりません。 

www.ethercat.org/ETG5100  

[6] ETG.7100 シリ

ーズ 

FSoE コンフォーマンステスト仕様書  

ETG.7100 シリーズは以下のパートから構成されています。 

www.ethercat.org 

 ダウンロード 

[7] ETG.7100.1 ETG.7100.1: 一般要件 

被テスト FSoEデバイスのコンフォーマンスを FSoE仕様に

対してテストするための FSoEテストを定義。 

www.ethercat.org 

 ダウンロード 

[8] ETG.7100.1a ETG.7100.1a: FSoE コンフォーマンステストツール変更リ

クエスト用テンプレート 

FSoEコンフォーマンステスト手順や FSoE CTTの変更リク

エストにはこのテンプレートを使用 (Shall)。 

www.ethercat.org 

 ダウンロード 

[9] ETG.7100.2 ETG.7100.2: FSoE コンフォーマンステストレコード 

FSoEコンフォーマンステストを実施する際のテスト実行手

順であると同時にその結果記録のドキュメント。 

www.ethercat.org 

 ダウンロード 

[10] ETG.7100.3 ETG.7100.3: FSoE テストケース仕様書 

FSoEマスタおよび FSoEスレーブの包括的なテスト一覧  

TUVによる認証済み。 

ET9402 FSoEコンフォーマン

ステストツールに同梱 

[11] ET9402 
 

FSoEスレーブ用 FSoE コンフォーマンステストツール 

 FSoEスレーブ用自動テストツール 

 FSoEスレーブデバイスの認証に必須。  

(ツールはベッコフから提供。テストケースは ETG TWG 

Safetyが定義) 

ベッコフオートメーションにお

問い合わせ 

(最寄りの支社宛) 

Safety over EtherCAT プロファイル仕様書 

mailto:info@ethercat.org
http://www.iec.ch/
http://www.ethercat.org/ETG5120
mailto:info@ethercat.org
http://www.ethercat.org/ETG5100
http://www.ethercat.org/jp.htm
http://www.ethercat.org/jp.htm
http://www.ethercat.org/jp.htm
http://www.ethercat.org/jp.htm
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ドキュメント 内容 参照先 

[12] ETG.5001.4 モジュラデバイス仕様書 – パート 4: MDP セーフティモジュ

ール仕様 

FSoEデジタル I/Oデバイス、FSoE ドライブおよび FSoE

マスタデバイス用の標準モジュールプロファイルの定義 

www.ethercat.org/ETG5001  

[13] ETG.6100 Safety over EtherCAT ドライブプロファイル 

Safety over EtherCATプロトコルによるセーフティ関連アプ

リケーション PDS(SR) への使用に適した可変速電気駆動

システムのプロファイル 

www.ethercat.org/ETG6100 

Safety over EtherCAT トレーニング 

[14]  
FSoE_Seminar.pdf 

Safety over EtherCAT セミナ資料 

 安全ネットワークおよび国際規格の基礎知識 

 Safety over EtherCAT 技術 

 技術的な実装に関する事項 

 安全ドライブプロファイル 

 ユーザの利点 

 

http://www.ethercat.org/dow
nload/safety_seminar/defaul
t.asp 

主要な標準 EtherCAT仕様書、その他の仕様書は www.ethercat.org  ダウンロード 

[15] ETG.1000 EtherCAT 仕様書 

EtherCATデータリンク層およびアプリケーション層仕様。  

www.ethercat.org/ETG1000 

[16] ETG.2000 EtherCAT スレーブ情報 (ESI)  スキーマおよび仕様書  

EtherCATスレーブデバイスの構成を XML形式で記述す

るための仕様を解説。 

FSoEに関連するパートを含む。 

www.ethercat.org/ETG2000 

[17] ETG.2100 EtherCAT ネットワーク情報 (ENI) スキーマおよび仕様書 

EtherCATネットワークの構成を XML形式で記述するため

の仕様を解説。 

CopyInfos (スレーブ間通信)のパートを含む。 

www.ethercat.org 

 ダウンロード 

[18] ETG.2200 EtherCAT スレーブ実装ガイド 

EtherCATスレーブを正しく実装するために留意すべき項

目について実践的視点から解説。 

www.ethercat.org/ETG2200 

http://www.ethercat.org/ETG5001
http://www.ethercat.org/ETG6100
http://www.ethercat.org/download/safety_seminar/default.asp
http://www.ethercat.org/download/safety_seminar/default.asp
http://www.ethercat.org/download/safety_seminar/default.asp
http://www.ethercat.org/jp.htm
http://www.ethercat.org/ETG1000
http://www.ethercat.org/ETG2000
http://www.ethercat.org/jp.htm
http://www.ethercat.org/ETG2200
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4 対象となるユーザ 

FSoE技術の用途や使用者の立場によって以下の様な区分があります： 

 装置メーカ 

FSoEデバイスも含め、市販(COTS)のデバイスで装置を製造するメーカ。 

 EtherCATマスタメーカ 

非セーフティ関連制御システム (マスタおよび／または I/Oデバイス) のメーカ。 

市販の FSoEデバイスが制御システム内に必要。 

 FSoE デバイスメーカ 

FSoEインタフェースをもつセーフティ関連デバイスのメーカ 

4.1 装置メーカ 

装置メーカまたはシステム設計者は、Safety over EtherCAT技術に対応したデバイスを使用し、自身の装置

に対して安全リスクや危険分析および分類の実施、および継続的なセーフティチェインの確保に責任を持ちま

す。 

安全通信システムに接続する全デバイスは SELV/PELV要件を満足しなければなりません (Shall)。これは

IEC 60204-1のような関連する IEC規格で規定されています。 

その結果としての安全機能の反応時間はアプリケーションに適合しなければなりません。 

4.2 標準 EtherCAT マスタメーカ 

非セーフティ関連制御システム (例、標準 PLC) が EtherCATインタフェースをもつ場合 (EtherCATマスタ)、

EtherCATネットワーク内で FSoEデバイスが使用できるような機能をサポートできます。マスタはバスマスタ

のように動作します。FSoEマスタは EtherCATスレーブとして FSoEデバイスに組み込まれます。 

 

 

図 2: 標準 PLCを使用した分散安全ロジック方式 

EtherCATマスタの要件： 

 スレーブ間通信のサポート 

FSoEマスタから FSoEスレーブへ、およびその逆方向の安全フレームのコピー。 

ENI [17] ファイル内のコピー情報 (CopyInfos)。 
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 EtherCATマスタは FSoEロジックデバイスの設定ツールへのインタフェースをサポートします

(Should)。 

4.3 FSoE デバイスメーカ 

FSoEデバイスメーカは Safety over EtherCATプロトコルと安全アプリケーションが関連する安全規格にした

がって実装しなければなりません。その実装に対し、認証機関による認証が必須になります。 

Safety over EtherCATポリシ ETG.9100 [5] では Safety over EtherCAT技術の使用および実装に関する

規則および要件を定義しています。 

 

図 3: FSoEインタフェースを有するデバイス 

FSoEデバイスの実装には Beckhoffが提供する FSoEライセンス [4] が必要です。 

実装の詳細についてはセクション 5 を参照してください。 
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5 Safety over EtherCAT の実装 

5.1 FSoE デバイスの構成 

ETG.5100 Safety over EtherCAT仕様書 [1] は SIL 3にまで対応したセーフティ関連データ送受信のプロト

コル仕様からなります。特定のハードウェア構成やソフトウェア設計の定義は含まれません。 

プロトコルの認証レポートは以下の要件を満足していることが必要です：  

 IEC 61508 および IEC 61784-3の完全準拠 

 FSoE プロトコル仕様 (ETG.5100) への完全準拠 

 その実装が宣言した安全レベルの要件および関連する製品固有の要件を満足すること 

ETG.9100 FSoE ポリシ [5] では Safety over EtherCAT技術の使用および実装にかかる追加の規則や要

件を定義しています。ETG.9100で定義している全ての要件はデバイスに適用され、完全に適合しなければ

なりません (Shall)。 

5.2 ハードウェアアーキテクチャ 

ブラックチャネルアプローチによると、デバイス内の通信ハードウェアはシングルチャネルのまま使用できま

す。すなわち、EtherCATインタフェースには標準 EtherCATスレーブコントローラ (ESC) を使用できます。 

 

 

図 4: ハードウェアアーキテクチャ 

EtherCATもしくは内部バックボーンのようなその他の通信インタフェースも使用できます。 

FSoEプロトコルの処理に対しては、一般的に冗長化マイクロコントローラアーキテクチャが必要です。各マイ

クロコントローラは Safety over EtherCATプロトコルの演算処理を行い、その結果を相互確認します。 
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5.3 ソフトウェアアーキテクチャ 

 

図 5: ソフトウェアアーキテクチャ 

FSoEプロトコルは通信インタフェースのアプリケーション層の上位で処理されます。 

セーフティ関連ソフトウェア環境に対しては複数の自己テスト機能 (例、メモリテスト、コントローラテストおよび

周辺機器テスト) を危険な障害の検出のために実行しなければなりません。これらの要件は FSoEプロトコル

の定義には含まれていません。IEC 61508もしくは適切な製品固有の規格を参照してください。 

5.4 安全マニュアル 

実装者は最低限下記の項目に適合する安全マニュアルを提供しなければなりません (Shall)： 

 安全マニュアルはシステム特性の計算に対する制約事項をユーザに通知すること (Shall)。 

 安全マニュアルはデバイスの適切なパラメータ設定に対する責任があることをユーザに通知すること 

(Shall)。 

このセクションの要件に加え、安全マニュアルは FSoEポリシおよび IEC 61508の全ての要件に準拠しなけ

ればなりません (Shall)。 
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6 デバイスの認証 

デバイスの認証に対してはその手順と要件が Safety over EtherCATポリシ [5] に記述されています。また、 

FSoE コンフォーマンステスト仕様 ETG.7100 [6] に準拠しなければなりません (Shall) 。 

ETG.9100 FSoE ポリシ [5] では、FSoEデバイスに対し、全てを含めたアセスメントと認証手順を図 6 のよう

に定義しています。 

適用可能な場合

EtherCAT 

テストセンタ

EtherCATコンフォーマンス

テストの実施

FSoE 

テストセンタ

FSoEコンフォーマンス

テストの実施

メーカ

IEC 61508もしくは適切な製品規格に準拠した

Safety over EtherCATによるFSoEデバイスの開発

全安全ライフサイクル

プロセス

FSoE 

コンフォーマンス

テスト

EMCテスト
(increased level)

認証機関

機能安全アセスメントおよび認証

EtherCAT 

コンフォーマンス

テスト

合格
FSoE テスト

合格
合格

 

図 6: FSoEデバイスのアセスメントと認証 

6.1 FSoE コンフォーマンステスト  

FSoEコンフォーマンステストは ETG.7100シリーズ [6] で定義されています。 

FSoEテストケースは ETG.7100.3 [10] で定義され、TUVの認証を受けています。デバイスをリリースするた

めにはこれらのテストに合格することが必須です。 

FSoEスレーブに対しては EtherCATコンフォーマンステストトールを使用できます。この実装も TUVの認証

を受けています。 

FSoEマスタのテストケースはまだコンフォーマンステストツールには実装されていません。FSoEマスタ固有

の開発に関するテストケースの実装は手動もしくは開発のテスト環境に応じて実施しなければなりません。 

表 2にデバイスの種類に応じたテストの実行方法について示します。 

表 2: デバイスの種類により異なったテストを実施 

 FSoE マスタ FSoE スレーブ  

EtherCAT マスタ 

ETG.7100.3  

マスタのテストはメーカのテスト環

境に組み込み 

ETG.7100.3  

スレーブのテストはメーカのテ

スト環境に組み込み 

 

EtherCAT スレーブ 

ETG.7100.3  

マスタのテストはメーカのテスト環

境に組み込み 

FSoEスレーブデバイス似たイ

ス FSoE CTT 

 

非 EtherCATデバイス 

ETG.7100.3  

マスタのテストはメーカのテスト環

境に組み込み 

ETG.7100.3  

スレーブのテストはメーカのテ

スト環境に組み込み 

 

FSoEテストはデバイスメーカによる自己テストです。 

- FSoEプロトコル実装の仕様適合性の確認 

- FSoEマスタおよび FSoEスレーブに対する FSoEコンフォーマンステストケースがあります。 

- FSoEテストレコード[9]をチェックリストとして使用なければなりません(Shall)。 



   

  デバイスの認証 
 

 

ETG.5101 FSoE Implementation Guide JPN  12 
 

- 適用可能な場合、FSoEコンフォーマンステストツールの使用は必須です。それ以外の場合は認証

されたテストケースをテスト環境に組み込む必要があります(Shall)。 

FSoEテストは全テストプランの一部として実施し、FSoEデバイスをリリースする際には必ず実施しなければ

まりません。 

さらに、どの FSoEスレーブデバイスも FSoEテストセンタによる公式 FSoE コンフォーマンステストに合格す

る必要があります。FSoEコンフォーマンステストの前提条件として、EtherCATテストセンタによる EtherCAT

コンフォーマンステストに合格しなければなりません。 

ETGは TÜV Sued Railを Safety over EtherCAT (FSoE) テストサービスを提供する機関として認定しまし

た。受検者の利便性のため、TÜV Suedはドイツ・ニュルンベルクの EtherCATテストセンタでこのサービスを

提供します。その他の EtherCATテストセンタへの展開も構想中です。 
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7 実装サポート 

7.1 ワークショップおよびトレーニング 

表 3: ワークショップおよびトレーニング 

内容 参照 

EtherCAT 開発者基礎トレーニング TR8110 

1日トレーニング 内容： 

EtherCATの基本事項 

スレーブの構成 

物理層 

デバイスモデル 

データリンク層 

ディストリビュートクロック (DC) 

アプリケーション層 

スレーブ情報インタフェース (EEPROM) 

デバイスプロファイル 

EtherCAT スレーブ情報 (ESI) ファイル 

ツール (設定ツール、モニタ、 …) 

EtherCAT マスタ 

標準規格と参考文献 

 

www.ethercat.org  
→ イベント 

Safety over EtherCAT セミナ 

安全製品の製品戦略に携わっている開発責任者、製品マネージャおよび

開発エンジニア向けのセミナ。装置の安全アーキテクチャについて Safety 

over EtherCATプロトコルによる安全通信に焦点を当てて最新の要件に

対する包括的に解説。通常、6ヶ月ごとに ETG技術委員会会議の前日に

開催。 

www.ethercat.org  
→ イベント 

1デイ 実装ワークショップ 

FSoE技術入門、1日コース 

ETGにリクエスト 

 (info@ethercat.org) 

7.2 技術サポート 

開発プロセスに関する技術サポートは主に EtherCAT Technology Group本部 (ドイツ) で提供します。ま

た、世界各地の ETGオフィスにおいても一部のサポートを提供が可能な場合があります。直接に質問を行い

たい場合は、ETG (info@ethercat.org)までご質問をご送付ください。 

7.3 FSoEデバイス実装のステップ 

既存の EtherCATスレーブデバイスに FSoEを実装するには以下の手順をお奨めします。 

 Safety over EtherCAT Technologyの概要を入手 

www.ethercat.org/safety  

 Safety over EtherCAT セミナに参加 

(日程については www.ethercat.org → イベント) 

 関連するドキュメントをダウンロード (表 1を参照) 

 さらに、少なくとも以下の安全規格を参照 

o IEC 61508 および IEC 61784-3 

 無償の Safety over EtherCAT ライセンスを入手 (info@ethercat.orgにリクエストを送信) 

 FSoEスレーブデバイスに実装した FSoEの機能のテストに FSoEコンフォーマンステストおよび

FSoE CTTを使用 

http://www.ethercat.org/jp.htm
http://www.ethercat.org/jp.htm
mailto:info@ethercat.org
mailto:info@ethercat.org
http://www.ethercat.org/safety
http://www.ethercat.org/jp.htm
mailto:info@ethercat.org
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 システムテスト、相互運用性テスト (例、 EtherCAT Plug Festに参加) 

 FSoEスレーブデバイスを FSoEテストセンタでテスト (Shall) 

 認証機関でデバイスの認証を取得 (図 6参照) 
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8 よくある質問 

1. Safety over EtherCAT デバイスには冗長化 EtherCAT インタフェースが必要ですか? 

いいえ。 

Safety over EtherCAT プロトコルはブラックチャネルアプローチを使用して実装します。標準通信インタ

フェースにはセーフティ関連の依存関係はありません。スレーブコントローラ、ASICs、リンク、カプラなど

の通信インタフェースの変更は不要です。 

2. Safety over EtherCAT デバイスには冗長化コントローラアーキテクチャが必要ですか? 

一般的には「はい」になります。 

「一般的に」が意味するところは、通常のソリューションでは 2個のマイクロコントローラを使用しているか

らです。これは Safety over EtherCAT 仕様で要求しているものではありません。プロトコル実装では以

下の要件を満足しなければなりません： 

 IEC 61508 および IEC 61784-3に完全準拠 

 FSoE プロトコル仕様に完全準拠 

 その実装が宣言した安全レベルの要件および関連する製品固有の要件を満足すること 

3. EtherCAT 以外の通信システムで Safety over EtherCAT を使用できますか? 

はい。 

2005年の当初以来、Safety over EtherCAT はオープンかつ下層のバスシステムとは独立していま

す。通信経路は任意です。EtherCAT、フィールドバスシステム、イーサネットまたは同等の経路、光ファ

イバ、銅線ケーブルまたはワイヤレス通信も使用できます。通信経路上のバスカプラや他のデバイス上

でも制限や要件はありません。 

4. 認証済みの Safety over EtherCAT スタックがありますか? 

はい。  

ETG メンバ内には認証済みの FSoE プロトコルスタックやセーフティ製品の開発サービスを提供してい

る開発サポートメーカがあります。 

ETGからはこの種のスタックは提供していません。理由は Safety over EtherCAT仕様は非常にコンパクト

でプロトコルステートマシンが簡潔に定義されているからです。経験的に、実装は非常に短期間で行えること

がわかっています。既存のソフトウェアアーキテクチャから変更できない認証済みのスタックを使用するより短

期間の場合があります。 

5. Safety over EtherCAT コンフォーマンステストはありますか? 

はい。 

Safety over EtherCAT デバイスに対しては Safety over EtherCAT テストケース仕様があり、TUVに

よって認証を受けています。Safety over EtherCAT スレーブに対してはこれらのテストケースが

EtherCAT コンフォーマンステストツール用にあり、自動的にテストを実施できます。通常、マスタスタック

の自動テストはマスタ設定が柔軟であるためにかなり複雑になります。このため既存のテストケース仕様

をメーカのテスト環境に組み込んでマスタの認証に使用します。 

Safety over EtherCATポリシ ETG. 9100はデバイス認証のための全てのテスト手順を含んでいます。 

6. Safety over EtherCAT デバイスには TUVや BGIA などの認証機関による認証が必要でしょうか? 

はい。 

Safety over EtherCAT 技術を使用したデバイスの開発にはアセスメントが必要です (Shall)。デバイスの認

証には EMC合格レポート、Safety over EtherCAT コンフォーマンス合格証明書および IEC 61508または適

切な製品規格に準拠した全セーフティライフサイクルプロセスの認証が含まれます。 

アセスメントは認証機関で実施します (Shall)。 

7. デバイスをリリースするには FSoE テストセンタで公式テストの受検が必要ですか? 

FSoE スレーブデバイスには受検が必要です。 

さらに FSoEデバイスの認証では公式 EtherCATテストセンタにおける EtherCATスレーブデバイスとして

EtherCATコンフォーマンステストの合格が必要です (Shall)。FSoEコンフォーマンステストの前提条件として

その FSoEデバイスの有効な EtherCATコンフォーマンス合格認定証が要件になります。 

FSoEテストセンタで実施する全テスト手順は公開されており、事前に自己テストで確認できます。 
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8. なぜデバイスに Safety over EtherCAT を実装するためにライセンスが必要なのでしょうか? 

Safety over EtherCAT は多数のデバイスメーカが使用する技術です。この種の技術でもっとも重要なこ

とは互換性です。これによって認証済みの Safety over EtherCAT 仕様への準拠した安全機能だけで

なく、同様に重要な現場での相互運用性も確保できます。ライセンスによってメーカはこの技術を実装す

る権利を取得するとともに、仕様への準拠も義務付けられます。このことはライセンス合意書に含まれて

います。 

装置メーカやシステムインテグレータが市販の Safety over EhterCATデバイスを使用する場合にはライセン

スは必要ありません。 

9. Safety over EtherCAT ロゴはどのように取得し、使用できるのでしょうか? 

Safety over EtherCAT ロゴは ETG本部から入手できます。Safety over EtherCAT ロゴは ETGが発

行している EtherCAT マーキングルールの規則にしたがって使用しなければなりません (Shall)。 

10. EtherCAT マスタメーカはどのようにすれば Safety over EtherCAT デバイスをサポートできる

のでしょうか?  

EtherCAT セグメント内に接続した市販の Safety over EtherCAT デバイスをサポートしたいだけであ

れば、マスタにセーフティ関連の実装は必要ありません。Safety over EtherCAT マスタは EtherCAT ス

レーブインタフェースをもち、セーフティロジックデバイスとして使用できます。 

EtherCATマスタとしては、FSoEマスタから FSoEスレーブへ、およびその逆方向の安全フレームのルーテ

ィングができるようにスレーブ間通信をサポートする必要があります。 

11. 装置メーカには Safety over EtherCAT ライセンスが必要ですか? 

いいえ。 

市販の Safety over EtherCAT デバイスはライセンス不要で装置内で使用できます。 

システムとしての安全度水準 (SIL) または性能レベル (PL) は装置メーカ側の検討が必要です。 

もちろん、関連する規格 (IEC 62061, ISO 13849) や製品規格、または国内および国際的な法的要件 (例、 

機械指令、OSHA、ULなど) のようなその他の関連規格への準拠も満足しなければなりません。 

 


